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授業はすべて英語で進行。「英語を学ぶ」のではなく「英語で学ぶ」環境
に身を置くことで、英語が自然にコミュニケーションの道具として動き出
します。

Level 1（協働制作）からLevel 4（ディスカッション）まで、4段階で無
理なく、でも確実に成⻑できます。「できた！」が積み重なるたびに、
もっと上を目指したくなります。

イングリッシュキャンプで土台を築いたら、IMPRE（即興×プレゼン）
やYouth World Summit（交渉×合意形成）で新たな挑戦を。英語を「武
器」に変える、＋αのスキル特化型プログラムもご⽤意しています。

これからの時代、英語は「できたらいい」ではなく、「なければ始まらない」スキルになっていきます。
グローバル化が加速する社会の中で、英語を使って自分の考えを伝え、異なる価値観と向き合える人間
が求められています。

でも、私たちがこのプログラムでいちばん大切にしてきたのは、「英語を学ばせる」ことではありませ
ん。英語はあくまでツール。大切なのは、英語を使って何かを伝えようとする瞬間、その体験そのもの
です。「伝わった」「わかってもらえた」――その小さな積み重ねが、子どもたちを変えていく。自分
の言葉で伝える喜びを知ったとき、英語は義務から、可能性へと変わります。

英語という土台があれば、世界は一気に広がります。Level 1〜4で自分の言葉を育て、IMPREで即興の
表現力を磨き、Youth World Summitで交渉と合意形成に挑む。英語でできることが増えるたびに、未
来の選択肢も増えていきます。なりたい自分に近づいていく子どもたちの姿が、このプログラムをつく
り続ける原動力です。



ピザのトッピング決定から国際的な危機対応まで、正解のないリアルな題材が
舞台。答えが一つではない問いに対して、自分の立場を主張しながら相手と折
り合いを見つけていくプロセスの中で、リアルな対話力を育てていきます。

生徒は国の代表や利害関係者など、それぞれの立場を持って交渉に参加し
ます。提案や譲歩を重ねながら合意形成を目指すリアルな体験を通して、
英語を実際に使うツールとして活⽤する力を養います。

交渉と合意形成の体験を通して育つのは、英語力だけではありません。論
理的思考・相手を理解する力・折り合いを見つける力など、実社会で求め
られるコミュニケーション力が自然と身についていきます。

意見が違う相手と交渉し、対話し、合意を導く。日常的なシミュレーションから国際的な課題対応まで、リアルな交
渉体験を通じて、英語で「対話する力」を徹底的に鍛えるプログラムです。主張し、聞き、折り合いをつける本物の
やりとりの中で、交渉力と論理的思考力が育っていきます。

Lesson 5Lesson 4Lesson 3Lesson 2Lesson 1
Day 1

合意形成に挑戦②

教室使用予定の
調整をしよう

交渉の基礎①

初めての交渉に
挑戦しよう

合意形成に挑戦①

ピザのトッピング
決めよう

自分の意見を言う

意見交換の練習を
しよう

オープニング
セレモニー

ウォームアップ
• 自己紹介
• アイスブレイクア

クティビティ

Lesson 12Lesson 11Lesson 10Lesson 9Lesson 8Lesson 7Lesson 6

Day
2

Fun Time

ゲームやアクティ
ビティを楽しもう

実践演習の準備

翌日の実践演習に
向けて、立場理解/
情報収集を進めよ
う

合意形成に挑戦④

理想の社会を
つくろう

交渉の基礎③

よりよい交渉を
目指そう

合意形成に挑戦③

旅行プランを
決めよう

交渉の基礎②

相手の考えを引き出す練習をしよう

Lesson 16Lesson 15Lesson 14Lesson 13

Day
3

実践演習②

国際課題を解決しよう

シーン例: 国境をまたぐ川の水の使用権を
どう分配するか

クロージングセレモニー
• 講師より全体講評
• 修了証授与

実践演習①

国際危機に対応しよう

シーン例: 巨大隕石が落下ー各国はどのよ
うに対応する？
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